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WB 1:1000-1:5000,IHC 1:200-1:500

Calculated MW:57 kDa; Observed MW:57 kDa

ATP6V1B1

VATB; VMAZ2; VPP3; RTA1B; ATP6B1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、真核生物の細胞内小器官の酸性化を媒介するマルチサブユニット酵素である液胞ATPase（V-ATPase）の成分をコードしています。V-ATPase依存性の細胞内小器官の酸性化は、タンパク質の選別、チモーゲンの活性化、受容体を介したエンドサイトーシス、シナプス小胞のプロトン勾配の生成などの細胞内プロセスに必要です。V-ATPaseは、細胞質V1ドメインと膜貫通V0ドメインで構成されています。V1ドメインは、3つのAサブユニット、3つのBサブユニット、2つのGサブユニット、およびC、D、E、F、Hサブユニットで構成されています。V1ドメインにはATP触媒部位が含まれています。V0ドメインは、a、c、c'、c''、dの5つの異なるサブユニットで構成されています。多くのV1およびV0サブユニットタンパク質の追加アイソフォームは、複数の遺伝子または選択的スプライシングを受けた転写バリアントによってコードされています。この遺伝子にコードされているタンパク質は、V1ドメインBサブユニットの2つのアイソフォームのうちの1つであり、腎臓に存在します。この遺伝子の変異は、感音難聴を伴う遠位尿細管性アシドーシスを引き起こします。[RefSeq提供、2008年7月]
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	ATP6V1B1 ウサギモノクローナル抗体を 1:2000 で使用してラット腎臓組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。
	

	AMRe86766 を 1:1000 で使用してマウス腎臓組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

